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�

○
認
知
症
高
齢
者
数　

　
　
　
　
　
（
図
表
３
・
４
参
照
）

　

稲
城
市
認
知
症
高
齢
者
人
口
推

計
シ
ー
ト
で
は
、
高
齢
者
人
口
が

　

年
度
の
１
万
２
８
８
７
人
に
対

２０し
、　

年
後
の　

年
度
で
２
万
９

２５

４５

０
６
５
人
と
、
約
２
・　

倍
に
増

２６

加
す
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　

年
度
の
認
知
症
高
齢
者
数
を

４５

　

年
度
と
比
較
す
る
と
、
自
立
度

２０Ⅱ
以
上
で
は
３
・　

倍
と
、
３
倍

３４

以
上
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
人
口
に
対
す
る
認
知
症

高
齢
者
数
の
割
合
は
、
自
立
度
Ⅱ

以
上
で
は
５
・
５
％（　

年
度
）か

２０

ら
８
・
２
％（　

年
度
）に
な
る
も

４５

の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

○
サ
ー
ビ
ス
別
の
見
込
量

①
居
宅
療
養
管
理
指
導
・
介
護
予

防
居
宅
療
養
管
理
指
導
（
図
表
５

参
照
）

　

居
宅
療
養
管
理
指
導
と
介
護
予

防
居
宅
療
養
管
理
指
導
は
、
と
も

に　

年
度
以
降
利
用
人
数
の
増
加

１８

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

居
宅
療
養
管
理
指
導
・
介
護
予

防
居
宅
療
養
管
理
指
導
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
医
療
機
関
と
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
促
進
や
、
か

か
り
つ
け
医
制
度
の
更
な
る
普
及

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
後

も
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
伸
び
を
示

す
も
の
と
想
定
し
、
そ
れ
に
対
応

で
き
る
見
込
量
を
設
定
し
ま
す
。

②
通
所
介
護
・
介
護
予
防
通
所
介
護

（
図
表
６
参
照
）

　

通
所
介
護
に
つ
い
て
は
、　

年
１８

度
か
ら　

年
度
に
か
け
て
利
用
人

１９

数
が
減
少
し
ま
し
た
。
一
方
、
介

護
予
防
通
所
介
護
の
利
用
人
数
は
、

　

年
度
か
ら　

年
度
に
か
け
て
２

１８

１９

倍
以
上
に
伸
び
て
い
ま
す
。
通
所

介
護
・
介
護
予
防
通
所
介
護
は
、

引
き
続
き
介
護
予
防
の
中
心
的
な

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、　

年
度
以
降
は
訪

２１

問
介
護
・
介
護
予
防
訪
問
介
護
と

同
様
に
、
高
齢
者
人
口
増
加
分
の

利
用
者
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

③
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
・

介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護（
図
表
７
参
照
）

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に

つ
い
て
は
、　

年
度
か
ら　

年
度

１９

２０

に
か
け
て
利
用
人
数
が
横
ば
い
で

す
。

　
　

年
度
以
降
は
、
サ
ー
ビ
ス
供

２２
給
体
制
の
充
実
を
見
込
み
、
そ
の

分
の
人
数
設
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
料　
（
図
表
８
参
照
）

　

介
護
保
険
料
は
実
質
８
段
階
に

区
分
し
、
基
準
額
は
第
３
期
事
業

計
画
同
様
４
４
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
第
４
期
事
業
計
画
か
ら

は
、従
来
の
保
険
料
第
４
段
階（
本

人
が
住
民
税
非
課
税
で
、
世
帯
内

に
住
民
税
課
税
者
が
い
る
場
合
）

の
う
ち
、
本
人
の
合
計
所
得
金
額

と
課
税
年
金
収
入
額
の
合
計
が　
８０

万
円
以
下
の
方
に
つ
い
て
、
特
例

第
４
段
階
と
し
て
、
保
険
料
の
軽

減
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
人
が
住
民
税
課
税
で
、

合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
未

満
の
方
に
つ
い
て
、
第
５
段
階
と

し
て
、
保
険
料
の
軽
減
を
図
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
介
護
報
酬
改
定
（
プ
ラ

ス
３
％
）
に
伴
う
保
険
料
上
昇
分

は
、
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

特
例
交
付
金
に
よ
り
軽
減
し
て
い

ま
す
。
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図表５　居宅療養管理指導・�
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図表６　通所介護・介護予防通所介護�

介護予防通所介護�通所介護�

図表３　認知症高齢者の自立度判定基準

判定基準自立度
何らかの認知症を有するが、日常生活は家
庭内及び社会的にほぼ自立している。Ⅰ

日常生活に支障を来すような症状、行動や
意思疎通の困難さが多少見られても、誰か
が注意していれば自立できる。

Ⅱ

ランクⅡの症状がときどき見られ、介護を
必要とする（ 徘  徊 、失禁など）。

はい かいⅢ

ランクⅡの症状が 頻  繁 に見られ、常に介護
ひん ぱん

を必要とする。Ⅳ

著しい精神症状や問題行動あるいは、 重 篤
じゅう

   
とく

な身体疾患が見られ専門医療を要する。Ｍ
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図表７　小規模多機能型居宅介護・�
　　　　　介護予防小規模多機能型居宅介護�
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０人�
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城
市
介
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保
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城
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介
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保
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計
画

 

事
業
計
画（（
第
４
期

第
４
期
））の
策
定

の
策
定

▽▽
問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉

問
い
合
わ
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高
齢
福
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課
介
護
保
険

課
介
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保
険
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スポーツ施設�

介護予防・健康づくり�
講座・研修・ボランティア�
趣味活動・ＮＰＯ活動�

スポーツ活動・リハビリテーション�

保健・医療・福祉・スポーツ・文化・教育など関連�

第３地区�
小規模多機能型施設�
サテライト型特養�

【サービスエリア】�
日常生活圏域�

第４地区�
小規模多機能型施設�
グループホーム�

第２地区�
小規模多機能型施設�
グループホーム�地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー�

在
宅
介
護�

　
　
支
援
セ
ン
タ
ー�

第１地区�
小規模多機能型施設�
サテライト型特養�

協働�
・�
連携�

支援�
・�
連携�

支援�
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連携�
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図表１　介護のまちづくり地域ケアシステム構想の推進体制
　

市
で
は
、　

年
３
月
に
策
定
し

１８

た
稲
城
市
介
護
保
険
事
業
計
画（
第

３
期
）
の
計
画
期
間
終
了
に
あ
た

り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
検
証
し
、
今
後
の
課
題
を
改

め
て
検
討
し
た
う
え
で
、
解
決
に

向
け
て
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
位

置
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
稲
城
市

介
護
保
険
事
業
計
画（
第
４
期
）を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

※
事
業
計
画
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
他
、
市
役
所
・
各
図
書
館
で
ご

○
介
護
の
ま
ち
づ
く
り
地
域
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
想　
（
図
表
１
参
照
）

　

市
で
は
、
安
心
し
て
老
後
を
迎

え
、
心
豊
か
に
生
き
が
い
を
も
っ

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
市
民
の
視
点

に
立
っ
た
「
制
度
設
計
と
運
営
へ

の
市
民
参
加
」
「
情
報
の
提
供
と

相
談
体
制
」
「
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

確
保
及
び
苦
情
解
決
と
利
用
者
保

護
の
仕
組
み
」
「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
も
と
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
な
ど
多
職
種
の
連
携
に
よ
る
、

包
括
的
な
地
域
ケ
ア
の
仕
組
み
を

つ
く
り
ま
す
。

　

こ
の
仕
組
み
に
基
づ
き
、
市
が

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
先
駆
的
な

介
護
予
防
の
事
業
を
よ
り
充
実
さ

せ
、
包
括
的
・
継
続
的
な
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
と
発
展
さ
せ
る
た

め
の
基
盤
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

○
人
口
推
計　
　
（
図
表
２
参
照
）

　
　

年
度
の
市
の
人
口
は
９
万
９

２７
２
２
人
、
そ
の
う
ち　

歳
以
上
は

６５

１
万
７
７
１
２
人
、
高
齢
化
率
は

　

・
５
％
と
な
り
、
市
民
の
お
よ

１９そ
５
人
に
一
人
が
高
齢
者
に
な
る

と
予
測
し
て
い
ま
す
。

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

図表８　所得段階別年額・月額保険料額
保険料額
（月額）

保険料額
（年額）対象保険料

算出方法所得段階

２,２００円２６,４００円

○老齢福祉年金の受給者で、本人及び世帯全員が住民税非課税
の方
○生活保護の受給者　
○中国残留邦人等支援給付の受給者

基準額
×０.５第１段階

２,２００円２６,４００円○本人及び世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額と課税年
金収入額の合計が８０万円以下の方

基準額
×０.５第２段階

３,３００円３９,６００円○本人及び世帯全員が住民税非課税で、第２段階以外の方基準額
×０.７５第３段階

３,８５０円４６,２００円○本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合）で、
本人の合計所得金額と課税年金収入額の合計が８０万円以下の方

基準額
×０.８７５

特例　　
第４段階

４,４００円５２,８００円○本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合）で、
特例第４段階以外の方

基準額
×１.００第４段階

４,９５０円５９,４００円○本人が住民税課税で、合計所得金額が１２５万円未満の方基準額
×１.１２５第５段階

５,５００円６６,０００円○本人が住民税課税で、合計所得金額が１２５万円以上２００万円未
満の方

基準額
×１.２５第６段階

６,６００円７９,２００円○本人が住民税課税で、合計所得金額が２００万円以上の方基準額
×１.５０第７段階



２１・４・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（２）
　

い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
と
自
分

ら
し
く
生
き
る
こ
と
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
手
立
て
が
「
介
護

予
防
」
で
す
。
病
気
の
予
防
だ
け

で
な
く
、
老
化
の
サ
イ
ン
を
い
ち

早
く
発
見
し
、
適
切
な
対
策
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
「
元
気
で
イ
キ

イ
キ
と
し
た
生
活
」
を
維
持
で
き

ま
す
。
現
在
生
活
す
る
う
え
で
、

何
ら
か
の
支
障
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
「
介
護
予
防
」
に
よ
っ
て
元

気
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
こ

と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
「
介
護
予
防
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
ど
の

よ
う
な
方
が
介
護
予
防
に
取
り
組

ん
だ
ら
よ
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な

介
護
予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る

か
紹
介
し
ま
す（
左
表
参
照
）。

　
　

年
９
月
か
ら
全
国
に
先
駆
け

１９
て
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

を
開
始
し
ま
し
た
。
開
始
当
時
か

ら
注
目
さ
れ
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
な
ど
で
紹
介
さ
れ
た
り
、

全
国
各
地
の
議
員
、
行
政
職
員
や

学
生
な
ど
１
０
０
を
超
え
る
団
体

が
、こ
の
制
度
の
視
察
の
た
め
、当

市
を
訪
れ
て
い
ま
す
。今
で
は
、全

国
７
都
道
府
県
の
十
数
カ
所
の
市

町
村
で
実
施
さ
れ
、
全
国
的
な
広

が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

表　介護予防のプログラム

○生活機能の低下が見られる方が対象となる事業

所在地実施場所利用回数・
期間内容事業名

若葉台３－７－１ヒルトップロマン週２回
（全２８回）

高齢者向けのマシンを使用した筋トレを行います。その他
に、身体状況に応じたプログラムを作成し、生活機能の向
上に取り組みます。

筋力向上
トレーニング 矢野口１８０６ハーモニー松葉

平尾１１２７－１いなぎ正吉苑週１回・
６カ月　

介護予防を行う場所が近くにない方や外に出る機会の少な
い方を対象に、体操や生きがい活動を行います。

閉じこもりや
筋力低下の予防 百村２５５いなぎ苑

百村７福祉センター

週１回・
６カ月　

転倒による骨折や筋力低下を予防するための体操を中心に、
口腔機能の向上などにも取り組みます。
※実施場所により、内容は一部異なります。転倒骨折や

筋力低下の予防

矢野口１８０６ハーモニー松葉

押立７２８－８押立の家

向陽台６－８アクアメイト稲城
週１回・
６カ月　

プールを利用し、水中でのウォーキングなどを行う他、ス
トレッチ体操も行います。

平尾３－１－３
平尾小学校（ふれ
あいセンター内）週１回・

６カ月　
脳を活性化させるための活動を中心に体操なども行います。

もの忘れや
閉じこもりの予防 向陽台５－１０

リベレ向陽台３－１０４
ふれあい広場ポー
ポーの木

　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

６５

（
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
を
除
く
）
を
対
象
に
、

生
活
機
能
評
価
の
健
診
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
健
診
は
、
自
分
で
気

づ
き
に
く
い
虚
弱
や
閉
じ
こ
も
り

な
ど
、
こ
れ
か
ら
こ
う
し
た
症
状

に
な
り
や
す
い
危
険
性
を
早
期
に

発
見
す
る
も
の
で
、
加
齢
に
伴
う

生
活
機
能
低
下
の
有
無
を
確
認
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

 
実
施
し
ま
す「

生
活
機
能
評
価
」

　
　
　
　
　
　
　
（
左
図
参
照
）

○どなたでも参加できる事業

百村１１２－１ほか
保健センター、
市内各所

週１回
（全１０回）

セラバンドを使用した筋トレや、バランス・柔軟性などを高
める運動を行うことで、転倒しにくい体作りを行います。広
報いなぎでお知らせする保健センターでのコースのほか、１５
人程度のグループに対して講師派遣を行うコースもあります。

地域展開型
転倒骨折予防教室

稲城発稲城発
新しい介護予防事業　新しい介護予防事業
介護支援ボランティア介護支援ボランティア

▽▽問い合わせ 高齢福祉課介護保険係問い合わせ　高齢福祉課介護保険係

　

高
齢
の
方
が
介
護
保
険
施
設
な

ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

　

市
内
３
０
０
人
近
く
の
高
齢
の

方
が
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

登
録
を
し
、
市
内
の
介
護
施
設
な

ど　

機
関
で
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

１８
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

こ
の
登
録
者
の
方
々
を
対
象
に
、

　

年
１
月
に
活
動
の
状
況
や
こ
の

２１制
度
に
対
す
る
感
想
・
要
望
な
ど

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
結
果
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

▽
調
査
対
象
人
数　
　

人
２８４

▽
回
収
結
果　
　

人（　

・
２
％
）

２０８

７３

▽
設
問　
　

問
１２

※
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
「
稲

城
市
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
実
施
報
告
書
〜
本
格
実
施
後
の

運
用
状
況
に
つ
い
て
〜
」
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各

図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
者
ア
ン
ケ
ー
ト

登
録
者
ア
ン
ケ
ー
ト

た
場
合
、
活
動
実
績
に
応
じ
て
ポ

イ
ン
ト
が
与
え
ら
れ
、
こ
れ
に
対

し
て
交
付
金（
年
間
最
大
５
千
円
）

を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た

高
齢
の
方
の
介
護
予
防
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
地
域
貢
献
や
社
会

参
加
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り

元
気
に
、
そ
し
て
イ
キ
イ
キ
と
し

た
地
域
社
会
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
に
稲
城
市
が
「
（
仮

１８

称
）
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
特

区
」
の
提
案
を
し
、
こ
の
提
案
を

契
機
に　

年
５
月
に
介
護
予
防
事

１９

業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

○
稲
城
市
介
護
予
防
事
業
は
、
サ

ッ
カ
ー
Ｊ
チ
ー
ム
東
京
ヴ
ェ
ル
デ

ィ
の
応
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

過
半
数
の
登
録
者
が
、
ご
み
出

し
な
ど
の
在
宅
高
齢
者
の
方
へ
の

ち
ょ
っ
と
し
た
支
援
の
拡
大
を
希

健
康
観
の
変
化（
表
２
参
照
）

　

張
り
合
い
が
出
て
き
た
と
の
回

答
が
過
半
数
。
平
成　

年
に
実
施

２０

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
ほ
ぼ
同

じ
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

 
活
動
範
囲
の

拡
大
に
つ
い
て（
表
１
参
照
） 

介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
と
は

制
度
の
評
価（
表
３
参
照
）

　

良
い
制
度
だ
と
思
う
と
の
回
答

が
８
割
近
く
あ
り
、
平
成　

年
実

２０

施
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（　

・
５

７０

％
）
と
比
べ
上
昇
し
て
い
ま
す
。

表１　介護支援ボランティアの活動範囲について、今後
拡大したほうがよいと思うものはどれですか。

（いくつでも回答可）（有効回答数２０８人）

５５．３％１１５人
①ごみ出しなどの在宅高齢者の方への
ちょっとした支援

 ８．２％ １７人②市外の介護施設での活動

２７．４％ ５７人
③介護支援以外
　（例：子育てや障害者支援）の活動

 ５．３％ １１人④その他※

※その他は、今までのまま。ひとり暮らし病人・高齢者の安否
確認。蛍光灯交換など。粗大ごみ出し。市立病院での活動。パ
ソコンなど。

表２　介護支援ボランティア活動として、この活動を始め
る前と現在では、健康面や精神面に変化はありまし
たか。 �� （いくつでも回答可）（有効回答数１８７人）

５１．３％９６人①張り合いが出てきた

１５．５％２９人②健康になったと思う

３６．４％６８人③変わらない

 １．６％ ３人④体調をくずした

 ７．５％１４人⑤その他※

※その他は、友達ができてよかったなど。

表３　介護支援ボランティア制度について、どのように思
いますか。 � （ひとつのみ回答）（有効回答数１８７人）

７７．５％１４５人①良い制度だと思う

 ４．３％　８人②普通の制度だと思う

１０．２％ １９人③見直しが必要だと思う

 １．０％　２人④その他

 ７．０％ １３人無回答 ▲東京ヴェルディ試合観戦（介護支援ボラ
ンティア５０００ポイント取得者とご家族）

▲乾いた洗濯物の整理の様子

望
し
て
い
ま
す
。

図　生活機能評価の流れ

介護予防サービスの案内

　医療機関にて検査後、
介護予防サービスを受け
たほうがよいと認められ
た場合、地域包括支援セ
ンターや在宅介護支援セ
ンターより介護予防サー
ビスのご案内の連絡をし
ます。

必要に応じて医療機関で
生活機能評価・検査を受診

　生活機能評価基本チェック票を市で確認し、検
査を受けたほうがよいと認められた場合は、医療
機関で生活機能評価・検査を受けていただきます。
　対象の方には、健診の案内を国民健康保険の特
定健診や後期高齢者医療で実施する後期高齢者健
診の受診案内に同封します。社会保険加入の方は
生活機能評価・検査の案内のみを送付します。

生活機能評価基本チェック

　市から生活機能評価基本
チェック票を送付します。
記入後、市に返信していた
だきます。
※該当者の方には２１年度内
に順次郵送で送付します。
加入健康保険によって送付
時期が異なります。

い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
生
活

い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
生
活

介
護
予
防
の
ま
ち
づ
く
り

介
護
予
防
の
ま
ち
づ
く
り

▽▽
問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

介
護
支
援

介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

元
気
の
輪
を
広
げ
よ
う

元
気
の
輪
を
広
げ
よ
う


